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第１７回北広島市子どもの権利条例検討委員会議事録 
 

  日時：平成１９年１０月２５日（木）１８：００～ 
  場所：芸術文化ホール活動室 
 
配布資料  ①市議会民生常任委員会行政視察報告（石川県白山市） 
      ②白山市子どもの権利に関する条例（解説） 
      ③子どもの権利に関するアンケート調査結果報告（配布用） 
      ④広報誌 11 月 1 日号ゲラ刷り 
      ⑤条例素案前文整理状況 
 
議事録 
 
委員長： 
 第１７回目の検討委員会を始めます。前回の検討委員会から各小委員会で話し合いなど

をしていただいていると思います。本日のスケジュールですが、まず市議会民生常任委員

会が石川県白山市で子どもの権利条例について視察してきたとのことであります。事務局

の八町課長が同行したとのことでありますので、報告をしていただきたいと思います。そ

の後に各小委員会から現在の進捗状況等についての報告をしていただき、意見交換をして

いきたいと思います。それでは、八町課長よろしくお願いします。 
 
八町課長： 
 ～（「市議会民生常任委員会行政視察報告：配布資料」に基づき報告）～ 
 
委員長： 
 それでは次に進みたいと思います。各小委員会からの報告ですが、起草小委員会からお

願いします。 
 
起草小委員会： 
 9 月 14 日と 10 月 9 日に小委員会を開催しました。9 月 14 日の会議の中で、まずは前文

について検討していくことになりました。10 月９日の会議では各委員の考えを持ち寄り、

整理するという作業をしました。今回配布した資料は整理後のものをまとめたもので、ま

だ検討している段階のものです。意見等がありましたらお願いします。また本文について

は次回以降に検討していく予定です。本文ができてくる段階で、前文もそれに合わせて変

わっていくこともあると思います。 
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委員長： 
 次に子ども小委員会からお願いします。 
 
子ども小委員会： 
 9 月 19 日と 10 月 3 日に小委員会を開催しました。9 月 19 日は、子ども会議で使用する

予定の人権啓発のビデオを 2 本観ました。そして、子ども委員の募集パンフレットのチェ

ックなどを行いました。10 月 3 日は子ども会議の進め方等について話し合いました。その

中で子ども会議のコーディネーターを決定しました。すでに依頼をし、了承を得ておりま

す。ＣＡＰの木村さんという方で、子どもの人権に関するいろいろな活動をしている方で

す。子ども委員については広報等で募集中です。10 月 31 日が締め切りとなっています。現

在の子ども委員の応募状況ですが、５名の方からの応募がありました。子ども委員が決定

しましたら、１１月１８日（日）に第１回目の子ども会議を開催し、２月の中旬くらいま

でに、4・5 回程度の会議を開催したいと思っています。その中で、子ども達の意見を吸い

上げて、なんらかの形で提案できるようにしたいと思っています。提案方法についてです

が、子どもの了承があれば、検討委員会の中で発表してもらうというようなことも考えて

います。 
 
委員長： 
 次に啓発小委員会からお願いします。 
 
啓発小委員会： 
 10 月 3 日に小委員会を開催して 11 月１日号の広報の内容等について、検討しました。内

容については、事前に原稿が配布されていたと思いますので、ご意見等がありましたら、

お願いします。 
 
委員長： 
 意見がないようであれば、事務局から啓発に関する報告があるとのことです。よろしく

お願いします。 
 
事務局： 
 ＦＭメイプルさんから子どもの権利条例に関するお話をしていただきたいという依頼が

ありました。日時は 12 月 14 日 15：30～15：40 の 10 分間ということです。どなたか希望

される方がいましたら、事務局までお願いします。 
 
委員長： 
 よろしいですか。その件につきましては、あとは事務局にお任せします。 
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委員長： 
 質問などはありませんか。 
 
委員： 
 啓発小委員会に質問です。子ども対象のフォーラムについてはどのようになりましたか。 
 
啓発小委員会： 
 一般向けのフォーラムは啓発小委員会で考えていますが、子ども対象のフォーラムにつ

いては啓発小委員会単独では考えておりません。 
 
子ども小委員会： 
 子ども対象のイベントについてですが、フォーラムという形になるかどうかはわかりま

せんが、子ども小委員会が企画をし、啓発小委員会に準備等のお手伝い等をしていただこ

うということになりました。 
 
委員： 
 子どもイベントについて、詳しく教えていただけないでしょうか。 
 
子ども小委員会： 
 子どもイベントについては、まだ議論している途中です。各委員の考えがそれぞれ異な

っており、それを今後まとめていかなければなりません。 
 
委員： 
 子どもイベントは子ども会議の一部として考えているのか、それとも別個なイベントと

して考えているのか、どちらでしょうか。 
 
子ども小委員会： 
 それも含めて、議論をしているところです。 
 
委員長： 
 それでは、最後に小委員会ごとに話し合う時間を設けたいと思います。その前に事務局

から配布資料に関する説明があります。 
 
事務局： 
 本日の配布資料の中に「子どもの権利に関するアンケート調査結果報告」というものが

あると思います。アンケートにご協力いただいた学校などに配布したり、市の窓口に置い
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て希望者がいれば配布するような形を考えています。内容に訂正などがありましたら、事

務局までご連絡してください。 
 
委員長： 
 小委員会ごとに分かれる前に次回の日程について確認しておきたいと思います。 
 
事務局： 
 事務局としては、起草小委員会である程度条例素案ができあがった段階で、次回の検討

委員会を開催してはどうかと思っています。そういうことになれば、現段階においては次

回の日程調整は難しいと思いますので、起草小委員会の進捗状況によって日程調整をする

ことになると思います。 
 
委員： 
 全体の検討委員会の中で、その都度確認しなければならない事項もあると思いますので、

できれば定期的に開催したほうがいいと思います。 
 
委員： 
 啓発小委員会で企画する市民フォーラムは起草委員会の条例素案ができた後で、パブリ

ックコメント的な要素を持ったものにしようと思っていますので、条例素案がある程度で

きないと、先に進めないということもあります。ですから事務局の案で良いと思います。 
 
委員長： 
 いろいろな意見がありますが、子ども小委員会において、第１回目の子ども会議を１１

月１８日（日）に開催するということもありますので、全体の検討委員会の中で確認する

事項などもでてくると思います。ですから、定期的に開催する必要があるのではないでし

ょうか。できれば 11 月下旬か 12 月上旬に開催したほうが良いと思いますが、どうでしょ

うか。 
 
～（了承される）～ 
 
事務局： 
 それでは後日事務局で日程調整を行います。 
 
委員長： 
 それでは、各小委員会に分かれて話し合いましょう。 
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～（各小委員会の話し合い）～ 
 
委員長：本日の委員会を終了します。 
 
 
 
 
 


